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 論 文 名：Peripheral Blood T Cell Dynamics Predict Relapse in Multiple Sclerosis 

 Patients on Fingolimod 

 （末梢血 T 細胞動態はフィンゴリモド治療多発性硬化症患者の再発を予測 

  します） 

  

 区  分：甲 

 

 

論 文 内 容 の 要 旨 

 

【目的】 

フィンゴリモドはスフィンゴシン 1-リン酸（S1P）受容体に作用して、リンパ組織から

リンパ球の遊走を阻害することより、多発性硬化症（MS）の再発をダウン調節する。 

本研究では、フィンゴリモド治療時の再発と関連する末梢血 T細胞サブセットの変化を

明らかにする。 

 

【方法/結果】 

健常対照 18例（HCｓ）とフィンゴリモドで治療された再発寛解型 MS23例（0.5㎎/日）

において、経時的に治療前から 12カ月間末梢血の T細胞サブセットをフローサイトメト

リー法で測定した。MS患者では、フィンゴリモド治療 2週から 12カ月まで、CD4陽性と

CD8陽性のセントラルメモリーT細胞（Tcm，CD45RO+CCR7+）、ナイブーT細胞（Naïve T，

CCR7+CD45RA+）の割合は有意に減少する一方、エフェクターメモリーT細胞（Tem，

CD45RO+CCR7-）とサブレッサーT細胞(Ts 、CD28-)の割合は有意に増加していた。CD4陽性

制御性 T細胞(Treg， CD4+CD25highCD127low)と CD8陽性 CCR7-CD45RA+T細胞の割合も有意に

増加していた。8例再発患者では、15例非再発患者より治療開始の 3カ月と 6カ月 の時

期 CD4+TCMの割合が有意に高かった(p=0.0051 と p=0.0088, それぞれ). 治療前の MS患

者では、CD4陽性 IL17-, IL9-,および IL4-産生細胞の割合が HCｓより優位に高かった(す

べて p<0.01),そして、フィンゴリモド治療 2週の時期 CD4陽性 IL17-産生細胞の割合は一

過性の上昇を示す傾向がありました。 

 

【結論】 

 フィンゴリモド治療 2週からの 12ヶ月間 CD4陽性 Tcmの割合は再発に関連していま

す。 


